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第
十
九
四
平
塚
七
夕
ま
つ
白
は
、
七

月
四
日
か
ら
騎
催
さ
れ
ぺ
雨
天
に
た
た

ら
れ
な
が
ら
も
舛
事
官
自
閣
の
行
事
を

終
え
た
.
期
国
中
、
雨
が
降
り
措
い
た

の
は
己
と
し
が
初
め
て
で
あ
ゐ
，

×
 

平
塚
七
夕
ま
つ
り
は
、
昭
和
一
一
十
六

年
に
商
工
品
議
所
在
主
体
と
し
て
酌
め

主
た
。
中
一
見
の
時
期
で
あ
り
容
易
せ

の
商
業
振
興
揮
の
一
つ
と
し
て
ス
タ
ー

ト
え
商
工
会
議
所
と
霊
童
由

会
は
、
東
北
白
杜
と
歴
史
の
都
@
仙
台

市
に
視
型
顕
在
斑
議
し
、
伝
統
と
備
緒

に
あ
ふ
れ
る
七
夕
ま
つ
り
を
つ
ぶ
さ
に

見
学
し
、
そ
の
長
所
者
と
わ
J

い
れ
て
顧

客
眼
収
の
た
め
の
催
し
に

L
雪
と
し

た。
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一
一
、
一
一
一
関
、
九
十
と
回
を
重
ね
る

に
し
た
が
っ
て
、
先
輩
都
市
山
台
と
は

と
と
な
っ
た
麓
冨
炉
出
て
き
た
。
平

塚
の
た
く
ま
し
い
商
胡
が
、
飾
b
つ
げ

や
協
賛
行
事
に
現
わ
れ
、
年
を
追
っ

て
立
経
げ
ん
ら
ん
さ
が
加
わ
D
、
催
し

物
も
ラ
ジ
オ
a
テ
レ
ど
の
公
開
謡
級
な

ロシ
J
Y
角
的
に
な
っ
た
。
見
物
人
も
騨
の

ぼ
り
に
ふ
え
、
必
黙
的
に
市
に
帯
古
る

金
も
が
々
増
加
し
て
栄
元
.
と
う
し

て
、
ま
つ
り
の
基
盤
が
闘
ま
担
、
大
規

模
に
な
コ
て
所
要
経
績
も
増
高
し
て
く

る
と
、
商
工
会
議
婦
と
自
活
衛
通
告
会

の
行
事
で
は
す
ま
さ
れ
な
く
な
り
、
第

七
回
の
昭
和
三
十
一
一
任
ー
か
ら
は
、
従
来

L

V

3

3

史
家
所
へ
の
世
帯
間
金
支
出
の
奇
3

し
て
実
浦
げ
る

Eに
な
っ
1

と
に
え
雨
の
七
夕
ま
つ
り
は
終
年
と
量
な
の
有
罪
震
と
い
え
語
、
た
し
か
に
問
題
が
あ
る
垣
島
と
し
た
り
、

ら
、
京
区
汚
主
主
観
誇
事
け
仙
両
市
が
普
か
ら
の
伝
統
で
、
終
わ
っ
た
長
年
は
第
二
高
記
念
と

ycrつ
だ
。
南
町
南
と
撞
い
て
き
た
が
、
少
し
で
草
す
白
書
回
線
色
道
り
を
告
と
し
た
事
例
も
あ
っ
た
s

市

2
2そ

れ

ぞ

れ

の

事

い

う

こ

を

ま

雲

行

君

主

主

量

期

に

つ

い

長

会

票

実

現

す

れ

ば

、

護

規

制

も

し

、

あ

の

雑

踏

の

中

へ

落

主

主

立
一
拐
に
応
じ
子
行
事
議
り
ひ
ろ
宮
ょ
っ
と
開
持
者
は
奇
か
ら
最J
え
て
い
議
さ
れ
て
吉
で
い
る
。
白
延
長
@
蝿
和
音
響
察
当
扇
に
お
繭
い
惨
事
に
な
る
。
A

コ
齢
、
綿
密
室
訂
算
m

の
に
対
し
、
平
叙
の
は
受
難
と
に
ぎ
や
る
固
十
九
凶
苧
爵
わ
っ
た
ば
か
D
の
と
横
縞
開
聞
け
の
天
酷
安
定
期
、
仙
台
市
も
し
、
竹
飾
的
ν
F初
め
と
し
た
ザ
多
く
の
も
と
に
保
安
に
努
め
て
も
ら
い
た
、

か
さ
骨
ほ
輯
容
の
回
哲
フ
ば
γ

つ
ば
か
D

こ
ろ
で
、
七
夕
ま
つ
呂
田
問
題
点
や
親
同
様
沼
輔
の
一
時
間
哩
L
し
た
ら
と
い
う
愈
行
事
を
も
っ
と
多
彩
な
も
の
に
で
長
き
る
の
だ
@
ァ

だ
が
そ
の
輯
閣
が
せ
ま
い
、
と
い

b
こ
題
な
E
を
事
え
て
み
ょ
っ
e

見
と

J
N月
止
古
の

6
7
綾
子
ト
ロ
と
い
主
替
え
を
関
係
者
は
持
っ
て
い
る

と
ば
歩
ま
く
耳
に
一
U
J

る。

ζ

れ
は
も
と
×
し
て
は
意
識
な
し
と
す
る
意
見
。
そ
れ
そ
れ
か
ら
、
揮
居
間
の
一
問
題
に
つ
い
い
ず
れ
に
し
て
も
、
己
白
五
日
間
、

も
と
苗
議
議
興
捕
と
し
て
一
出
発
し
た
も
毘
扶
や
パ
ス
繋
陣
容
・
駐
車
台
数
e

ぞ
れ
色
も
つ
れ
〆

Eで
あ
る
。
い
ず
れ
関
て
も
多
く
白
方
々
か
b
E意
見
と
む
出
市
民
の
み
な
苧
ん
を
は
じ
め
宇
レ
で
、

の
で
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
市
中
の
雑
踏
ぷ
白
か
ら
の
推
定
Lよ
る
か
れ
る
一
実
行
番
員
会
で
、
じ
っ
く
り
検
意
を
い
た
だ
い
た
・
衰
の
占
の
毘
情
と
関
係
諸
方
面
白
方
ム
パ
の
非
常
骨

近

chは
市
民
の
協
力
で
、
徐
々
に
飾
と
、

ζ

と
し
の
人
出
は
一
一
百
八
十
五
万
討
吉
れ
な
〈
て
は
な
ら
由
問
題
で
あ
る
し
て
惜
て
が
た
い
味
を
持
っ
て
い
る
夜
伊
縛
て
、
立
派
な
七
夕
ま
つ
h

人
と
い
う
。
昨
売
の
一
一
一
首
五
万
人
に
く
う
@
出
口
も
、
千
宙
返
〈
も
並
ぷ
と
な
る
と
、
い
た
だ
い
た
こ
と
に
耀
く
お
却

ら
べ
る
と
人
数
で
は
前
つ
て
は
い
る
次
に
、
交
通
対
策
問
題
で
あ
る
。
白
地
苅
商
厨
告
と
の
一
関
語
、
帯
住
上
や
値
あ
げ
る
@

が
、
連
日
の
南
天
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
動
車
の
驚
く
べ
去
最
増
、
高
一
護
路
白
設
の
筒
垣
、
事
ら
に
適
時
通
行
上
の
支
初
出
に
轟
い
た
と
お
担
、
虫

計
算
に
い
れ
れ
ば
、
ま
ず
ま
ず
の
人
出
開
通
、
臨
時
電
車
の
連
存
、
見
物
に
は
障
に
も
与
。
な
ど
、
大
い
に
検
討
す
る
十
留
で
あ
る
。
中
μ
タ
ま
ヲ
F喧

と

い

え

る

。

奈

極

硬

制

と

な

白

、

大

ぜ

い

の

か

た

が

必

要

が

あ

ろ

5
・

A
苓
』
は
、
昨
揮
の
七
夕
を
名
告

己
れ
に
伴
豆
児

D
ト
げ
高
は
き
っ
と
た
が
お
見
え
く
だ
さ
る
の
は
有
縫
い
C

次
に
、
草
々
間
D
つ
げ
が
大
樹
必
ず
日
本
一
町
も
由
に
す
る
た
め
、

十
八
轍
円
と
い
わ
れ
る
。
朝
艦
上
昇
白
〉
た
が
、
皮
肉
国
道
一
号
品
開
と
い
う
る
に
つ
れ
て
重
量
も
増
し
て
〈
る
@
初
ん
の
な
静
馬
巴
饗
望
定
玄

お
り
に
も
か
か
わ
、
与
ヘ

ζ

の
額
は
昨
大
劇
一
繁
長
時
間
戸
議
議
す
る
ζ
と
自
の
準
備
中
に
、
烹
荘
か
幅
削
れ
て
籍
中
P

た
註
U
た
い
と
晶
画
っ
て
い
る
e

揖
玄
国
軍
議
七
夕
ま
つ
り
(
昭
和

鉛
年
)

2

e

当
時
と
し
て
は
、
か
な

り
の
λ
日
間
安
記
揖
し
た
の
マ
は
あ

る
が
、
間
選
を
通
る
車
円
融
自
A
Y

な
い
の
に
は
駕
ど
ほ
か
り
だ
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千
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万
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七
討
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で
、
控
然
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車
を
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し
一
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輯
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i
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一
て
い
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収
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務
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七
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号
、
豪
商
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行
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す
る
も
一
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寵
欝
@
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額
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一
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前
年
度
か
ら
の
輯
越
額
二
千
当
日
一

一
芝
居
季
五
百
四
十
万
円
季
一
セ
ン
タ
ー
、
重
県
税
務
事
務
所
、
湖
一
語
、
考
崎
市
、
寒
川
町
二
人
確
一
高
九
天
皇
警
宇
一
一
誠
一
宅
一

一
定
し
十
一
南
農
林
商
工
事
務
所
、
平
塚
襲
喜
一
町
、
二
関
町
の
盟
議
事
確
認
、
県
一
望
方
向
と
な
担
、
収
入
車
は
九
九
e

一

一
支
出
警
は
、
医
薬
害
に
一
一
重
一
一
宮
新
名
称
で
、
新
殺
事
警
が
喜
一
義
喝
の
露
呈
な
義
で
あ
一
費
支
出
が
九
四
・
九
回
で
あ
る
・
一

一

千

お

百

九

十

高

、

室

外

費

肩

書

一

さ

れ

た

。

菜

、

中

震

事

需

は

、

一

る

。

一

2
6
1
2
Z
に
つ
い
て
一

、

ノ

一

五

十

万

円

、

伝

揖

病

隔

離

開

舟

受

託

費

一

一

一

住

民

貴

慢

一

T
J一
ノ

一

一

湖

南

楢

祉

事

務

訴

と

名

帯

設

出

世

し

た

。

一

門

出

一

両

恥

社

一

一

号

勝

一

w〕
・
平
和
の
取
り
一

5

1

2

m

は
、
一
一
十
一
億
四
千
一

/

レ

一

と

し

て

主

百

万

円

、

ま

た

、

資

本

的

支

一

一

一

一

1

一

通

一

門

湖

南

地

辰

野

政

セ

ヤ

タ

1
〕
マ
主
な
一
扱
い
伐
域
は
栗
山
町
、
寄
川
町
、
士
一
問
自
白
十
方
向
の
収
入
金
一
方
末
現
社
の
一

塁
、
医
療
襲
に
つ
い
て
は
、
堅
金
究
0
・
否
と
な
っ
た
。
一
出
量
霊
童
話
警
宇
一
一
寄
八
一
義
-
雲
市
、
藤
沢
市
、
茅
グ
崎
一
磯
町
、
一
一
富
で
、
社
会
福
祉
に
間
一
人
口
で
割
っ
た
喜
一
人
芝
旦
万
一

事
事
他
ず
る

E
現
在
護
計
喜
一
支
出
世
間
言
、
収
益
的
支
出
、
現
一
十
万
向
車
込
ん
だ
。
了
市
、
茶
野
市
、
寒
川
町
、
憲
判
事
一
す
る
話
相
仕
事
。
了
一
一
千
書
五
十
高
、
一
世
帯
当
苦
一

再

開

軒

齢

制

巧

。

一

目

時

計

れ

諒

詰

盆

門

日

開

時

連

日

明

日

一

一

一

野

凶

器

立

軒

町

一

一

一

愛

の

き

ー

に

一

豆

町

鮮

民

軒

府

;

一

2

2

突
出
閣
で
一
品
M

刊
で
あ
る
。
病
院
費
改
良
費
を
一
千
喜
八
土
分
六
一
千
円
、
中
流
動
一
管
内
富
村
と
の
理
襲
警
行
抱
一
午
後

5
時

引

分

一

余

万

官

官

、

喜

一

人

書

名

一

「
孟
雪
」
揮
し
は
、
重
収
十
忠
と
す
る
皆
本
的
支
出
向
執
行
事
一
霊
凶
千
四
百
卒
寿
一
一
一
一
千
内
.
一
う
も
の
。

(
T
E
Lぞ
ニ
七
三
市
議
選
霊
会
祭
器
、
一
千
九
十
一
月
一
語
告
の
一
一
万
八
一

話
、
一
室
外
収
益
な
ど
の
収
益
的
収
入
一
八
0
・
一
両
で
図
書
一
平
万
円
安
一
員
輔
の
認

-v聖
書

喜

九

一

一

)

一

こ

の

さ

P
T
A述
会
人
号
室
一
千
五
百
同
十
七
月
主
勺
一

一

一

十

主

刀

八

千

円

、

マ

流

動

負

債

六

千

一

e
i

一

t

一

一

混
亨
算
一
億
b
T
E吉
九

十

方

向

に

対

一

出

で

晶

品

。

一

一

〔

Y
塚
出
私
事
拐
伊
〕
・
事
務
の
取
り
一
部
で
、
七
月
十
七
日
か
ら
涯
の
銭
(
チ
一
戸

i

守
一
三
一
一
二
月
五
川
、
h

ギ
ヤ
一

し
て
、
収
入
喜
一
塁
八
百
七
一
塁
間
十
四
重
量
義
理
一
門
抑
制
町
小
中
賢
主
主
主
百
一
扱
陸
軍
塚
市
、
害
、
中
一

J
ム
)
号
今
後
五
時
四
十
五
分

kimZ直

二

ハ

望

千

六

五

十
万
宅
収
入
章
一

0
7五
回
で
一
襲
撃
者
震
計
画
、
一
一
一
十
一
九
万
四
吉
、
議
室
一
千
一
郡
で
、
義
ぷ
謀
、
徴
収
豆
一
一
号
ざ
と
p
f
決
定
。
一
立
蓄
に
十
空
宇
呂
田
七
十
一
一
万
一

あ

る

，

一

収

入

留

で

は

、

収

銭

的

虫

干

〈

〈

訳

書

一

一

沼

南

農

林

一

向

寸

零

時

暗

所

〕

+

智

b
一
、
ま
ま
で
ま
、

ζ
の
震
の
鏡
(
チ
ャ
一
同
凶
増
加
し
た
。
内
訳
は
、
土
地
一
一
一
十
一
一

ま
た
、
出
資
金
な
ど
の
資
本
的
突
一
塁
芝
一
一
一
億
卒
一
言
九
十
万
一
辛
八
万
事
内
藤
沢
市
、
今
崎
市
、
秦
野
市
、
聾
一
イ
い
)
は
あ
誇
言
放
送
し
て
い
一
暗
雲
方
向
、
時
間
間
十
二
実
主
一

の
収
大
浜
額
は
凶
千
古
四
十
一
万
円
で
収
冊
目
円
、
資
宜
的
波
大
(
企
業
構
1

出

資

金

川

町

、

た

も

の

@

』

百

万

河

一

で

あ

る

.

↑
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市
議
金
六
月
定
例
A
M

は
、
六
月
九
百
か
ら
二
十
五
百
事
者
」
担
十
む
言

問
の
呂
穫
で
議
事
窓
に
開
会
、
昭
和
泊
十
四
年
度
一
般
金
計
補
足
予
算

な
ど
八
議
謀
、
報
告
事
頭
一
一
再
と
]
人
権
採
譜
委
員
の
推
せ
ん
な
ど
追

加
議
案
ゴ
一
件
の
審
議
伊
符
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
原
県
ど
お
り
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
誠
一
由
、
報
告
さ
れ
た
。

受
見
、
由
主
込
み
.

会
の
建
設
と
い
う
メ
ロ
l
ガ
ジ
を
た
も
、
担
本
的
V
L必
要
な
癒
で
あ
る
。
あ
J

令

ぴ

れ

た

D
ず
る
奇
病
に
お
か
さ
れ
た
自
由
は
、
せ
い
ぜ
い
思
閣
で
な
る
べ

主
主
で
あ
る
@
ι
戸
主
張
J
A

戦
後
、
乙

E
t大
事
な
ζ
と
を
、
以
上
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
l
(
議
崩
事
件
、
成
田
、
佐
原
需
の
み
や
げ
長
く
て
良
い
も
の
量
産
の

宵
が
、
町
民
庭
の
教
育
的
な
摂
成
事
非
た
だ
古
い
述
語
教
育
と
き
め
つ
り
掠
学
)
の
田
修
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
百
て
宛
っ
て
い
た
シ
ャ
モ
ジ
か
ら
、
己
と
L
か
で
き
な
い
。
し
か
し
品
質

常
に
告
な
わ
し
め
た
.
と
の
意
味
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
，
道
L
民
主
六
議
る
市
内
広
川
の
鶴
田
凶
毘
次
(
ひ
吃
じ
有
露
な
一
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
」
が
の
良
笥
ゃ
い
比
較
は
、
な
和
な
か
難
か

混
在
韓
れ
ま
わ
っ
て
い
る
大
掛
生
は
を
は
主
導
凡
で
、
た
だ
円
分
の
ζ
と
)
辛
ん
か
ら
贈
ら
れ
だ
「
れ
い
苧
フ
」
多
量
に
検
出
さ
れ
、

ζ
れ
が
体
に
ス
し
い
農
産
物
や
魚
類
む
仁
ふ
う
な
自
然

家
庭
敢
南
が
関
連
っ
て
い
た
と
し
か
芸
会
え
ば
よ
い
と
、
教
育
し
て
告
と
い
う
雑
誌
L
、
あ
る
著
名
な
教
育
る
と
、
議
度
の
源
開
や
じ
ん
蹴
批
や
物
は
わ
か
り
罫
い
が
、
加
工
物
レ
し
な

思
え
な
い
。
い
か
に
学
校
が
発
達
し
た
と
こ
一
ろ
に
間
短
が
あ
る
。
明
者
川
書
か
れ
た
も
の
を
要
約
し
た
四
月
腕
離
宮
を
起
ζ
す
と
い
う
ニ
子
i

る
と
、
品
質
示
前
の
も
の
が
辛
い
よ

て
も
、
開
、
開
教
育
の
惜
矧
勺
者
委
性
東
京
六
川
市
の
ま
向
学
長
が
、
卒
業
の
で
あ
〈
品
川
、

ζ
の
主
震
に
は
わ
た
ス
、
近
く
は
市
出
り
て
も
誠
造
の
ド
コ
う
だ
。
昨
年
五
月
、
呂
、
在
、
民
、
公

j
!
!
f
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
i
i
J
:
;

ロ
-7yに
、
賞
品
衛
生
弘
法
で
使
用
諜
照
党
の
共
同
提
案
マ
「
消
明
損
害
保
護

協
J

主

義

ぶ

〈

欝

欝

審

議

欝

欝

欝

盤

止

の

出

賭

剤

。

玉

ド

ロ

酢

察

、

使

霊

法

」

が

成

立

し

た

。

ζ
の

喜

討

欝

叫

X一
ア

ニ

ソ

欝

盤

、

わ

れ

て

s
i
-
-重

っ
た
り
使
っ
た
り
す

令
官
Y

晴

守

三

fい
同

総

鱗
J

か
〉
ぷ
開
鱗
銀
鱗
欝
雛
切
て
虎
ち
長
む
を
ま
し
、
販
売
さ
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
か
安
全
か
つ
鰐

;

!

i

J

 

F

一

>

淳

一

sjph手
議

主

子

ぷ

護

観

額

欄

れ

て

い

た

も

の

を

援

し

た

と

い

ヨ

号

、

古

い

表

示

が

き

れ

、

経

費一橋一の

γ
し
ぺ
九
二
二
一
右
民
議
竺
日
告
民
主
訪
日

;

:

;

;

;

 

一

ん

こ

な

一

歪

二

一

三

J
U川
ペ
吋
へ
翠
議
開
問
問
鵬
品
、
身
の
ま
わ
り
に
一
杯
だ
と
お

2
2警

が
盟
主
さ
賛

同

/

丸

一

繁

一

連

¥

〆

J

…
じ
し
な
「
一
よ
議
壌
の
ぶ
も
さ
っ
と
、
察
予
告
る
輔
国
務
と
、
保
護
襲
白
色
な
推
進

主

主

誌

は

制

一

例

一

話

二

%

も

し

¥

マ

ジ

躍

の

ね

刊

誌

十

空

襲

d
諮
問
問
問
目
的
十

も

か

字

、

無

関

心

な

賄

罪

辰

也

記

一

議

ペ

リ

一

一

一

¥

ダ

$
2
2
3と

い
主
禁
よ
く
使
わ
れ
に
議
簡
が
か
か
る
芸
品
せ

5
2日
間
蕗
一
約
百
:
記
欝
野
主
円
以
内
一
民
話
芸
能
向
日
引

く

話

さ

れ

て

い

る

百

凡

さ

「

コ

一

本

一

い

ド

ム

ル

記

泌

総

鱗

欝

斡

警

寄

/

の

レ

の

一

般

行

提

言

警

が

だ

ま

さ

れ

な

い

心

構

え

の

葉

が

と

に

不

塁

手

る

包

れ

盟

主

し

長

弘

毅

刺

繍

盤

機

w
iい
ら

仰

向

げ

ら

れ

て

い

た

。

害

義

繁

華

で

君

。

撃
の
臼
京
教
青
白
書
と
し
て

J
'…
く

一

ノ

〆

麟

腕

一

弘

一

認

識

難

磯

署

パ

ト

ー

の

唱

一

、

生

援

す

ま

く

い

け

ば

、

国

民

喜

雲

市

内

に

お

住

ま

い

白

第

一

に

襲

警

に

対

し

て

、

特

与

党

一

<

一

か

マ

議

欝

ゑ

ゑ

機

錫

麟

移

譲

議

警

合

出

収

X
Eえ
で
一
、
生
活
が
豊
か
に
家
庭
嗣
入
一
を
対
象
に
、
昨
牢
度
に
引

別

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

持

つ

亡

い

る

こ

総

皆

既

氏

、

f
o
v

円
、
~
議
議
議
繋
護
騨
騨
(
役
艶
な
る
と
い
う
季
え
で
あ
っ
た
と
こ
き
つ
づ
き
語
甲
車
産
平
塚

久

第

二

に

女

子

警

が

非

常

に

引

主

難

六

パ

シ

…

勺

響

詩

ご

ろ

か

生

需

拡

大

し

、

震

が

ふ

え

量

生

賠

モ

ニ

タ

ー

a

昔
、
「
広

主

げ

ら

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

本

見

守

三

θ

二

ア

)

一

一

一

一

、

ふ

み

議

機

議

畿

総

額

て

向

調

整

撃

よ

く

す

る
ζ
と
纂
ひ
ら
つ
か
」
霊
じ
て
重
苦
れ

そ
の
反
語
、
弱
点
と
し
て
反
笠
ず
，

d

併

な

今

、

:

?

;

〓

ι

、
一
警
:
襲
警

q
F

裂
が
、
必
す
し
も
一
直
輯
に
興
一
揖
さ
れ
た
.
モ
の
中
主
選
妻
子
準
L
よ
つ

べ
き
第
一
は
、
箆
に
対
す
る
考
え
方
は
、
な
く
な
る
も
の
官
ほ
な
い
。
式
の
と
吾
に
「
小
さ
な
親
切
連
動
」
〈
し
も
共
感
で
き
る
。
て
己
な
か
っ
た
@
て
二
一
一
十
名
の
む
掃
人
を
、
六
月
一

が
す
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
と
と
で
あ
童
数
理
大
切
な
こ
と
は
、
子
音
提
唱
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
が
そ
れ
ま
由
み
な
さ
ん
、
教
育
(
露
呈
事
護
士
消
費
者
露
見
毒

k
t

る
、
例
え
は
文
弱
曹
と
い
え
ば
、
モ
主
わ
た
ち
に
愛
清
膏
揮
で
は
っ
き
D

を
大
次
的
に
と
り
あ
げ
た
。
東
京
大
・
学
校
・
社
会
)
の
問
題
に
つ
い
て
お
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
標
梢
費
任
期
は
六
月
一
白
か
ら
翌
牢
一
一
万一

号
け
霊
前
的
で
あ
D
、
室
主
知
ら
せ
る
を
。
在
自
分
の
こ
と
学
と
も
あ
る
つ
大
君
主
否
、
た
が
い
が
主
主
向
思
い
を
こ
者
は
生
産
車
部
ず
商
品
事
2
よ
苦
ま
で
で
一
、
苦
レ

τ消
費
生
活

一一品であ
D
、
戦
争
に
つ
な
が
る
と
い
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
抽
出
λ

幼
稚
闘
な
ら
い
ざ
弱
虫
七
小
え
な

p
u
t、
改
め
る
べ
き
は
費
気
空
も

b
外
は
な
い
。
品
員
や
償
設
に
不
備
に
関
す
る

7
yケ
1
ト
、
買
い
物
議

っ
た
発
想
法
で
あ
る
が
、
特
に
教
育
の
こ
ょ
を
考
え
る
と
い
う
輯
(
し
つ
親
切
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
ヰ
ぴ
か
つ
て
改
め
る
と
量
で
は
な
か
ろ
P
か
が
あ
っ
て
も
、
翼
わ
吉
る
や
品
開
な
い
査
、
癌
格
差
調
査
ー
モ
ニ
タ
ー
通
信

の
面
支
は
議
〈
甘
で
い
る
。
げ
)
で
あ
る
・

ζ
白
思
い
や
り
白
精
け
を
、
学
長
を
し
て
言
わ
し
め
た
日
九
州
在
中
心
と
し
た
西
日
本
各
地
し
自
分
で
ヨ
〈
る
乙
と
も
出
異
な
な
P
若
や
っ
て
頭
〈
の
で
あ
る
が
、

第
二
時
日
本
田
過
去
の
も
の
を
神
は
、
小
さ
い
と
善
か
ら
聾
な
わ
な
本
の
社
会
、
日
本
の
家
庭
、
そ
し
て
学
に
米
ぬ
か
抽
の
中
穫
で
、
か
ゑ
~
中
い
。
必
需
品
な
ら
な
お
さ
す
り
の
ι
と
ぷ
し
己
い
消
費
者
人
白
〕
助
と

す
べ
て
否
定
し
て
、
新
し
い
民
実
社
げ
れ
ほ
な
ら
一
な
い
.
ど
ん
な
社
会
に
較
が
惑
い
の
だ
と
、
猛
省
す
べ
き
で
に
吹
出
物
が
主
主
D
、
苧
足
が
し
で
あ
る
。
消
費
者
に
許
さ
れ
て
い
る
し
た
い
の
が
白
石
い
で
島
交

怠村良平氏

llJ
O 

;:;: ~ JJr1n.玄一太郊 (51回)

寵いま住んでいる伎所地t、

住民畳諒してある住所地が異

なる人は、現住所地に畳録が

えをしてください。

車投票(之、住民畳詩的しτあ

る住所地の投票所て守主草する

ニとになります。

璽住民査録してない人は、現

在萱録してある市町村か勺転

出証明をとり、査請を

趨選挙人名薄に畳持していな

い人(求、前住所地からの名理

的量鎗・来畳認の証明をと')

霊録じてください。

日五_J.oo/J、iJ.:.!弘首U"J滋

i'Elの雑Mcj'今<1'付ut;"l!hJ郎選

r，明日を}J.{3、J ，， <1.主出{車止;:';_~J'i星

・rr:裂はがきで 8IJ 10 Uま でtニィx
-1 i打教Tf安翼会主i会主主fi

Z民へ (TE L22 . 1700内科(458)

資銭。 i1iJ}...J在住、在勤、在/j...~者

晋捷. 9 Jll広報ひらつか紙J.:
規定.tJl勾~ひと')各 1勾

知事え~ひとつ 2訂以内

)11i季世~ひとり 31，)1..11人j



一一一ハイウェイから転載一一一

さ1;U込む場合の礼儀

観 D込みは交通Yレールを苦もし、ひいては事故の原

因となDます。やむをえず割D込もうとするとき

は、接続車もこえしゃくをした!J!)-イ;/ (片手をあ

げるなど}することがドヨイバーのエチケットで

言。サイン在送られた接続車はクヨクジョンをtJr

な Dたてるζ とな〈笑顔で入れてやることです。

月 1日(金〕午前・八幡公民館真土公民館

t干偉・在日之自公民館ず 1311Y之呂志民轄

(火)午前・消防団第う分自庁舎松原公民館

19日(火〉午前・南原公民間

午懐・中原公民受宮 車中原公民館

26日(火)午前・土!1i'l公民館

午投・ノj僻家会事 琵古室部再事会館

9月 9臼(火)午前・豊田公民館 南防間揮15分間庁舎

ι16臼(シペ〉午前・ 7肖初日第1分間庁舎 豊原公民銀

午能・諏訪町会館 上平塚公使館

24日はね午前・万回貝塚団地笑会所

々能・公司:集会所構築会所

30a (火)午前・吉沢岳民館

今世・上吉沢集会所 下吉沢子守"会館

(山の神)

11Jilliijill輪組問問機11111111

る

打ち上げ花火

イ土持ト[子干五グt

花火コンクール

涼しい相模河口で

土限の夜を@叶
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ル

、

ヮ
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ル
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一一

前
に
附
ら
れ
ど
弐
〆
レ
だ
っ
た
崎
町
十
九
一
円
七
ゲ
ま
つ
一
し
、
た
ち
ま
J

づ
釦
じ
ゅ
う
ぞ
抑
一
め
つ
〈
歩
。
ミ
ア
七

り
だ
が
、
そ
れ
で
も
二
百
八
十
五
万
人
の
人
出
台
一
札
…
タ
の
バ
レ

j
弘、

L
あ
人
の
郡
れ
で
同

3
4
Jに

撮
し
た
。
雨
も
も
の
か
打
、
竹
町
出
り
の
干
は
同
道
レ
進
め
な
い
e
p幻
た
し
た
ち
、
乙
ん
な
も
の
一
ヲ
C
い

勺
ば
い
に
政
主
主
主
F
ま
り
、
節
目
を
伝
フ
雨
の
し
ず
。
パ
レ
ー
ド
JHun-
ま
れ
て
納
め
て
2

タ
」
と
、
ミ
ス

〈
が
、
加
や
h
そ
臨
ら
す
。
わ
子
か
存
耐
の
情
れ
間
七
ず
が
い
っ
た
と
か
ε

に
は
、
せ
を
い
を
切
っ
た
ょ
っ
に
ド
ソ
と
人
が
描
明
白
出

掃しそうなみんなの、閥、熟~漢

市毘センタ一回、テレビ公開祖送て担う荷寒天

大
会
)
、
マ
八
月
十
日
(
市
長
杯
争

輔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〉

鰯
鶴
松
飽
脇
町
躍
旗
揚

マ
八
月
一
一
一
一
臼
(
国
体
一
般
男
子
軟
式

騒
理
県
予
選
)
中
八
月
十
臼
(
夏
季

男
子
B
C
D
J最
大
会
)

覇
軍
賀
公
瞳
野
銭
湯

寸
毎
日
輔
自
〈
蒋
羊
平
原
敬
式
野
球

道
写
権
大
会
)

現
職
揖
前
庭
務
協

マ
毎
週
木
$
円
口
融
自



台、

山
梢
重
で
あ
る
議
と
小
ド
~
拐
事
メ
ー
カ
ー
が
一
昨
と
な
っ
て
、
く
わ
さ
良
く
し
手
ζ

う
と
い
手
話
川

川
単
軒
2
こ
ち
で
四
年
量
刑
唱
え
た
。
と
と
し
じ
な
っ
て
、
富
・
菜
・
芝
生
活
学
務
相
次
い
で
発
足
山

川
し
、
七
尽
L
は
宮
沢
多
田
学
竣
か
一
発
足
準
備
中
だ
。
佳
活
学
般
の
メ
ジ
パ
ー
は
、
社
会
の
す
す
み
方
の
変
化
が
わ
川

山
か
つ
て
君
允
と
い
っ
て
い
る
e

山

川
積
極
的
JL生
棋
挙
較
に
協
力
主
れ
て
い
る
数
多
く
の
専
門
メ

y
パ
1
白
な
か
で
、
今
回
は
特
に
、
平
塚
品
期
間
山

山
組
合
長
の
平
野
一
男
氏
自
作
の
『
魚
屋
の
イ
ロ
ハ
額
面
匡
を
級
介
じ
て
み
た
.
山

語
学
校
時
整
露
連
動
白
一
環
一
る
お
か
あ
さ
ん
章
、
山
に

J
i刀
l
一
っ
て
い
く
ζ

と
に
あ
る
.

ET、
議

官

す

す

め

ら

れ

て

い

一

ゃ

小

売

震

装

塁

語

学

費

る
覇
者
、
各
地
域

2L構
成
害
れ
一
に
勉
強

k

害
事
か
え
た
。

( 9 ) 
事現臨.... 

念講と住箆と出窓玄駕

解iこ努める

<>神田公民館。
市東部人口11，5日3入、世帯数

2，49仏平塚市のなかでもこL
間約の進出と愈置に発演し

fうをとげた地区にある。

i%r.40年 4月潟館、ととしで

臣、ホ-Jレ、 和主室、調理

主ぢ、金議室主~管理人主室、事務室琵からなっている。

利用状況をみると月早期178、薄弱j用者数120日人前践で、利用者は

地区青年団体であるみと白交友会、婦人会等であるが」綴近では地

区舛からの利用者もふえてきている。

さ当館白年間事業は需用鶏盟、棋草書談窓、レク旦エ一三ノ 3:;/大会、

設おとり大会、成人式、市民総合品胃大会および市内一輝マラソy
大金書参加などを中心として行なっている.

当地区は急融に都市化しつつあるなカ"こあって婦人会は斜想、講

演会、費化活動と地区向上のために活発な活動をし、また青年団体

であるみどり交友会もその活動をとおして、神田地区の企業へ就職

してくる勤労青年と白交流を深め、覇艇を深めるよう活動している

また地底全体としては祝祭日の留旗掲揚、全地区一せい靖挺運動

等に力を入れ、着々とその3l1JJ轄をあげている.

己れに併せて最近地区内に公顕在設げようという己とで、すでに

{候補地も内定している。

神田公民館では地区白ζのような力づよい協力体制のなかにあっ

て、毎月、各部落長、各顛毘曲代表者よりなる運営委員会議を開

僚、地区発展をはかつている、なかでも神団地区工場関慌の連縮会

であるさっき企よ D代表者むかえ、環境筒題、青少年問題等、企業

と住民との相互理解につとめてお仏他の公民館運営委員会にはみ

られないーヨの特色となっている。

本年度の主な事業としては家庭教育学級同月以陣ー〕を際催、

また却児の母親者対象とした教育腕闘をみる晶(毎月 1間午前中)、

宇奈講鹿などを開催しますので、重参加な帯翠のかたは公民館へお問

合せ下さい (5510239
館長茂E耳畳、運営番員定数13名
主事新倉八郎、営主主人中韓とし子

3E555言5E喜賀5
23皇室前十22P3
A器量平茎謹士喜 ζ員ト

i!Ziiiijii 
す手芸?島最護軍高麗

iiiiif雪?;)
222;iF計
千78522

市
教
養
体
育
課
で
は
、
市
民
白
み
す
パ
ド
ミ
ジ
ト

ν教
室

(
7
月
却
と
の
数
盆
ぽ
揺
年
行
な
わ
れ
て
い
(
民
瞬
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ジ
ス
、
蹄
人

な
さ
ん
に
一
人
で
も
多
ミ
ス
ポ
ー
ツ
臼
)
る
が
、
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
に
認
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
i
ム
ソ
y
Fな

を
議
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市
民
ス
マ
軟
式
陸
涯
教
書

(
8月
刊
日
)
人
が
多
い
。
用
兵
は
テ
ニ
ス
協
虫
℃
ど
)
の
巡
回
数
箆
を
実
施
す
る
。

ζ

ポ
l
y教
事
の
日
を
は
じ
め
、
早
朝
マ
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

(
8
準
摘
し
で
あ
る
の
で
、
労
す
岸
令
に
の
教
怒
沼
あ
な
た
の
地
区
で
行
な
わ

テ
ニ
ス
教
室
、
市
民
揖
〈
運
動
な
ど
月
お
白
、

9
月
8
日
)
関
係
な
〈
多
数
寧
加
を
。
れ
る
も
由
で
、
都
合
の
よ
い
と
き
を

椙
次
い
で
発
表
、
あ
な
た
の
瞳
援
を
マ
品
力
テ
ス
ト

(
8
月
お
国
1

拍
月
塑
弔
問
同
部
〈
運
動
決
め
て
悼
育
課
に
連
絡
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で
ほ
し
い

守
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、
促
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セ
品
名
ス
ポ
I
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マ
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月
お
日
・
①
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月
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体

育

揺
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辞
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連
動
〈
8
同
月
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白
神
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地
区

の
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れ
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が
制
用
で
き
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崩
理
や
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ー
ル
教
室
(
括
月
駒
形
神
社
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璽
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や
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憶
一
間
早
朝
テ
ニ
ス
教
室
が
7
月
間
広
岡
崎
方
面
が
9
時
却
ぺ
富
士
見
が
マ
県
…
船
品
目
悼
青
山
人
虫

(
8
R
W袋町

で
数
広
が
開
か
れ
る
‘
日
(
さ
か
ら
始
ま
る
。

8
月
お
日

8
時
加
分
、
ぜ
ひ
参
加
を
・
2
.

球
、
回
目
京
協
〉

時

間

は

い

ず

れ

も

十

問

ぬ

か

ら

十

ま

で

の

程

調

点

、

日

曜

臼

朝

六

時

か

マ

青

年

大

金

(
9
月
幻
呂
パ
レ
v
ボ

七

時

ま

で

.

ち

八

時

ま

で

。

ー

ル

、

卓

球

な

ど

)



~ 9日 豊 田 公 民 鰐 金 問 公 民館

d 10司 防 輔 会 員 錦 繍 島 公 民館

。11沼旭公民館 吉明公民館

。12白神回公民主官松原公民館

? 13日 富 士 見 公 民 館

9 16日 !日間之結公認書官

9月 17日 大 野 公 民 館 構 内 集 会場

。18B 中原公民館

。19日須賀公民館花水公民館

p 20日 見附台由道場

( 3閉め巡回日程)

'" 29白金宮公民館土屋公民館

タ 30日畢居公民館金沼公民館

10月 1日間崎公民館捕晶公民館

ク 2 B 組公民館 吉沢公民館

'" 3臼神田公民館松原公民館

'" 4臼 富 士 見 公 民 館

(; 68 
'" 7日。8B

'" 9日須費公箆掴花水公民揺
(; 11日 見 約 台 武 道 場

臼繭例喧告の主主患者救うため、平塚

市民自商品は東海道緯主主廷に交代診療

制度を申し合わせている。

趨第1・第3日間日空南関!の医院

頭車2 ・第4日隅臼は北側の医競均宝

庫持jとして診醍に応ずるζ とになっ

ている。 r原町jであって都合により

変盟もある。日開日はあくまで仲滋

沼であ回、診療は諜急患者に限る

額対韓・①昭43・11・1-44'4 • 
30までに窓まれた赤ちゃん (3回接

種)。②昭42'11・1-43'4・30
8までに生まれた子と43牢駄に第 1
弼の接種世終えている子 (1間 接

種 ).(ζの接種は、彼しよう風も合).

観巡IE]民主宰 (1図自〉

8月1呂田 金 自 公 民 館 土 屋 公 民 館

9 19日盟国公民館金回公民館

ク 20日岡崎公民館誠島公民館

v 21日鵡公民館 吉沢公民館

v 228 神回公民館松原公民館

'" 23日 富士見公民館。25呂 田四之宮公民館

。26日大野公民鍔横内覧会場

。27日中原公民館

(; 28日須賀公民館花水公民館

。29日 見附合商道場

鰭巡回自程・ (2沼田〉

鶴対韓・①第 3期・・3来年 4月の入

学1品。i)l1了』損混合・バ

③ジアテロア(第3期)

2-39・4・

間傍ずちゃん
だゅうこ

古住 所真土1506番 地 三 菱 樹

潟(株)平塚工場勤務の小野田

進さん (2出と要重量子吉んG引

の長女・主主後11か月・昂皐/5.2
討。体盟10押寝起きのあま Dよ

くないパパツ子"量泰子ちゃんの

一番の喜びは、情宅したパパに

可愛がってもらうとと。む筒親

とも地尻真土の出身。

今月は応募78人白なか?わら 6
月初日広報課長カヰ茜せん、優子

ちゃんに決定した必

く募集〉鶴応募・官製主がきに住所 e父母の民名 a諦ちゃ
んの名まえとさと年月日。親の年齢・電話番号・ Zと

盟の曜に?をど書いてお出しくださいa 応募は 1年未満の赤ちゃんに限

Dます。観あて先@平塚市浅間町9番 1号・平塚市役所広報課車ち

ゃん募集係。詔毎月抽せんのうえ、一人ずつ広報紙に掲載。記念写

真と市長の色絃・掲慈五報紙10部世主査しあげます。(広報課}

盟対芸家 a①市内に居住する満会議以

ことのもの(学三主、わめ人を除()

@なお、相題以と白人lこは、血圧保

定もわ主持に行なっている。

(午前午後)

7尽16臼土産公民館吉沢公民館

r-17日棺集会主宰旭 グ

q 18臼 摂取古j集会場」二万侶集

会場

。21日 和詐六J三五7斗守、会場 大神公

民館

神田境協神田公民館

中原公民銀

v 22日
.. 23日
。24日

畏館

9 25臼平塚保障所昔日神社

'" 28臼上平塚公民怨大久保公

園

(午前)

.. 29日 鰐 4 白治会文化会館

(午桂〕

箆士見岳民惣

(午前午後)

• 30日 真土公民主宮 東中原公民

館
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一
帯
準
ず
る
人
は
、
町
内
晶
、
部
落

一
会
な
ど
の
自
治
会
を
温
じ
て
、
局
へ

一
申
し
込
む
。

一
マ
形
式
噌
赤
色
横

Z
x
n
x叫
)

一
マ
儲
格
・
七
首
旬

…
副
鱒
撞
判
所
職
員
在
韓
韓
中

"eiiiJ

産
高
裁
判
所
で
は
一
、

fiiiu
裁
判
所
の
-
般
事
務
聴

買
を
募
集
し
て
い
る
。
初
融
試
験
は

八
月
三
十
一
尽
に
実
施
.

守
資
格
・
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日

か
ら
間
二
十
七
尋
四
月
一
日
ま
モ

に
生
ま
れ
た
入
。

V
受
験
申
し
込
み
・
七
月
一

間
二
十
五
日
ま
で
に
、

E
E

齢
川
に
か
か
る
買
揺

し
:
"
は
自
動
車
の
交
通
量
が

非
常
に
事
い
.
ζ

の
掘
は
輔
が
聴
い

た
め
患
動
車
問
通
る
た
び
に
1

揖
行

者
は
危
険
に
苔
ら
一
さ
れ
て
い
る
，

と
の
乙
と
は
、
以
前
噌
L
も
離
宛
新
曲
闘

で
取
P
上
げ
て
、
色
彩
~
し
の
席
』

欄
に
掲
載
き
れ
て
い
る
。

そ
ζ
で
、
次
の
2
点
に
つ
い
て
市

当
局
の
帯
主
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

∞
乙
の
構
の
監
輔
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
お
話
し
し
で
あ
る
が
、
と
の

実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て
知

D
た

い
a笹

ま
た
!
と
の
翼
一
現
の
一
見
通
し
炉

建
い
よ
3
な
一
b
、
東
婆
輔
の
よ
玄
つ
に

捧
行
者
長
専
用
構
を
設
け
て
ほ
し
い
。

(
寺
田
縄
・
務
機
構
武
郎
民
)

i
j
i
一3

①
現
在
、
幹
道
九

指
替
え
山

r
s
s
L
号
館
広
踊
計
画
じ
よ

りι
賂
擁
の
調
査
を
存
な
っ
て
お
り
ま

す
.

輔
自
よ
う
に
つ
い
て
も
世
間
離
の
官
邸
@
現
在
の
構
タ
ょ
う
踊
員
で
は
、
揖

に
あ
わ
せ
て
削
開
設
位
鐙
白
検
討
を
い
行
者
自
適
行
安
全
等
を
埠
え
ま
す
と

た
じ
て
お
F
ま

ず

。

揖

選

輔

の

設

穫

が

必

要

と

思

い

ま

な
お
ぺ
掛
川
由
河
川
改
離
に
よ
D
7
.

向
山
の
鉱
臨
計
画
E
も
あ
わ
せ
て
検

前
い
た
し
ま
す
.

一
一
一
五
回
以
下

の
眼
舟
自
転
車
の
鷲
輔
が
開
地
に
な

る。登
輯
・
車
体
重
勺
の
宅
し
よ
出
先
F

鹿
車
・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
p
ぐ付

書
、
印
市

名
義
変
蚕
・
ヲ
y
パ
l
プ
レ
ー
ト
、

交
付
書
、
印
鑑

借
入
甘
露
輯
す
る
場
合
に
は
、
登

輯
車
を
市
控
所
へ
持
害
す
る
か
業
者

の
証
明
が
必
嬰
に
な
る
。

〈
わ
し
ミ
は
、
市
民
税
諜
税
制
部

na
一がい

σσ
内
綿
一
一
五
一
一
へ
。

鶴

σ
腫
禅
w

華
加
者
を
罪
事

型の広告宅が置かれている.こ

れには「万病速効'J r万車種J
といったような文字加筆太に欝

馬入の石器 gいてあったものと思われる。

高瀬棋聖寄 ー との症では、早くから設の移

天保時代 (1830-44)輔意郡 白変りを軒却し、相摸111の平田

渡内村の福原左平太という人 i船主E利用してと流地崎へ砂轄と

が舗した「相中留恩記酪Jは棺:石油の卸売口をはじめた。 ζれ

模堕内における摺)11紫療の遺跡:がひどく当たって尽利害吉博lい

なとを祭大成した好著である:カネの窓き場所に苦しんでいた

が、そのなかに、長谷川雪濯の iと評判されたe カネができると

翠に成る縄入村渡頭集落の、面，委主震をiE1:)すことば設の講であ

由い図がはいっていた。る.そこで、区天な官舗と佳麗

間入，fJ(平塚市馬入)の真意!を構え土蔵も致尉建て周囲を石

一、連光寺ではいつの噴からか撹 垣でかとみ関心jをおどろかせた

内!こ頁照自をまつっておいたの :oで、たれg:)となく f石垣き

でその牲を中心に附i丘一日帯を写 jんJと呼ぶようになった，以来

生したものがこの密である :13抽ともに fいしがきjをも。

これを見ると渡頭間近に商い zて通相とした。

E罪がたちならんでいるa モ四ひ: s耳拾う年 (1872)久五郎は裁

とつ、趨光寺大門白東部!に東海:曹を長男寝間 (1841-1905)に

道 l二面してややひっこんだ商家 輯ったとζ ろ、乙の人もまたゆ

がみえる.こιは馬入対2471番:たかな商才を持っていたのでい

地で、明らかに杉山久五郎の屋 jよいよ家業を広張し、腕治15年

敷であD住居であ!H苦舗である:7月には株式会社江海銀行(費

ことがわかる本金8万円)を馬入村白石擦の

桜山久王王部 11007~1882) はーなかに開業し、この地7iの金融
ιζで大きく離種簡を営んでい i機関の先駆者なした。

たのである。百舗の図をよ〈み i審助の孫が文化人草山久吉民

ると商品や人物などが搭かれて! 11894ー )である.

いるばかDでなく庄の前に行灯
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す
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瞳
日
岐
部
堪
路
謀

J

散
水
に
つ
い
て

;
炉
国
較
新
幹
綜
沿
い

…

意

見

“2
;
5
3
3
2
…
白
道
路
を
散
水
し
vL

よ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
用
水
路
の

も
ら
っ

τい
る
が
、
人
軍
の
前
だ
け
水
量
に
よ
っ
て
散
水
が
制
限
さ
れ
ま

で
持
っ
て
い
る
。
風
向
き
に
よ
っ
て
す
の
で
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

は
、
散
水
レ
な
い
部
持
田
酔
ほ
と
D

っ
た
も
の
で
す
。

が
官
}
〈
壊
す
る
。
今
後
人
理
の
今
後
で
き
る

5
士
正
出
撃
す
る

な
い
部
分
も
散
水
し
玄
ほ
し
い
。
よ
主
に
し
ま
す
。

(
帯
爵
蝿
a
石

川

申

く

子

氏

)

(

毘

生

部

衛

生

課

)

き
く
こ
と
が
あ
D
ま
寸
か
、
わ
い

脅
か
肯
た
け
で
は
己
と
す
み
ま
せ

ん。

韻
塞
で
扱
っ
た
事
前
か
ら
皐
体
に
何
か
欠
陥
が
あ
る
揖
合

よ
」
ん
な
子
ど
も
i

に
は
こ
シ
ほ
だ
け
で
は
ど
玄
つ
に
も

「
授
業
中
い
た
ず
ら
が
多
ノ
¥
な
D
ま
せ
ん
。
民
者
に
み
せ
治
目
指

人
を
い
じ
め
る
。
注
議
す
る
が
そ
し
て
や
る
こ
》
品
川
先
決
で
す
。
そ

包
竪
存
-
込
め
る
。
ほ
め
れ
ば
砕
し
て
満
た
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る

し
は
い
い
が
年
中
低
め
る
よ
フ
な
た
め
に
乱
暴
や
人
い
じ
め
す
る
子

行
為
は
な
い
、
援
で
校
意
し
て
ほ
ど
志
は
、
気
持
ち
を
満
た
し
て
や

し
い
」
と
合
同
わ
れ
ま
す
か
。
る
よ
ー
つ
に
し
て
一
く
だ
さ
い
。
自
分

!

な

ぜ

は

「

お

と

ラ

宰

ん

、

お

か

あ

さ

ん

体
力
が
な
い
早
舟
臣
、
ア
デ
ノ
か
ら
霊
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
い

イ
ド
と
か
鼻
由
病
気
の
あ
る
平
お
と
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
有
一
理
が
つ

も
は
、
一
つ
の
こ
と
を
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て
や
り
手
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う
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愛

長
〈
や
る
と
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中
刀
が
草
紙
噛
郡
司
情
へ
の
飢
え
が
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と
も

続
き
ま
せ
ん
e

皐
拡
に
註
必
航
悩
翻
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に
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じ
ら
れ
な
い
き

は
狗
ん
の
故
聞
も
な
く
翠
活
必
野
に
す
る
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ふ
大
切
で

て
注
意
が
散
る
書
も
欝

y
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廷
す
。
そ
の
た
め
に
い
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
過
鍾
議
饗
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で
も
言
も
の
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持
ち

時

聾

に
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っ

た
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や

裏

芸

ゑ

埋

解

し

て

や
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坦
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芯
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い
り
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な
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も
「
い
U
ま
せ
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と

と
乱
轟
ず
る
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自
分
の
誓
吉
正
お
頭
む
な
し
に
想
え
つ
け
る
ζ
と
は

D
に
な
ら
な
い

ι相
手
を
い
じ
め
や
め
ま
し
ょ
う
。
ヰ
タ

E
の
要
求

る
。
満
た
さ
れ
な
い
白
河
持
ち
の
謂
が
無
理
な
く
正
当
な
ζ
主
を
要
求

拍
れ
が
乱
暴
や
人
い
じ
め
に
な
D

し
て
い
る
こ
ふ
わ
か
っ
た
主

ま
す
。
モ
れ
と
翠
否
さ
れ
て
い
る
き
る
戸
ほ
満
た
し
て
や
り
ま
す
。

埠
合
に
は
注
意
を
び
〈
行
動
と
し
と
れ
は
主
ん
で
も
か
ん
で
も
い
い

で
の
い
た
ず
ら
が
あ
D
ま
す
。
し
な
り
に
し
て
や
る
こ
と
で
な
y
¥

か
ら
一
れ
て
満
足
し
た
白
、
ほ
め
ら
そ
と
も
の
求
め
る
ζ
と
を
E
L
ぞ

れ
て
壁
土
宮
、
声
を
か
げ
ら
盤
情
も
っ
て
わ
か
っ
て
や
る
こ
と

れ
る
の
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
の
で
す
。
早

P
Eへ
の
壊
か
い

ど
う
し
た
ら
I

時
解
と
理
構
品
川
平
左
も
に
伝
わ
れ

「
あ
な
た
は
乱
暴
し
て
は
だ
開
喝
行
動
は
禄
々
に
な
お
る
と
思
い

め
」
「
い
た
ず
や
レ
で
は
だ
め
」
ま
ず
。

と
た
だ
い
い
き
か
せ
て
も
少
し
は

〈
努
耳
打
開
話
蝿
)

あなたの知る範圏に、よい持ないをした腎少年 (20才
未満)ーがいたら氏名・年令・龍商・ 2換輯または勤輯先
・措線灘曲をお知らせ〈ださい。推務者は盤所・氏名
をかならず明記のニと、揖綴を間いません。
広〈市民の推薦をおまちします。
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